














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ことだったこと。ミュラーの言葉では、それは「比較神学」に基づく「理論神学」 試み あったこと。諸宗教の伝えてきた祈りや瞑想や儀礼の実践は、その「宗教そ も 」のレベルの比較神学と理論神学の方法として用いられるならば 有効 研究手段となる ではないかと うこと、
などである。当日は

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　超自然　   　　　  　　　　　　　　　　超自然　　　　　　　　　
　　　↓　　　　　　　　　 　　　　　　　　 ↓
……内在化(n－1)→外在化(n)→客体化(n)→内在化(n)→外在化(n＋1)……
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